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国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
軽
度
者
の
負
担
引
き
上
げ
を
（
10
月
４
日
）

財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
財
政
制
度

分
科
会
は
介
護
保
険
に
つ
い
て
①
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
上
限
を
引
き
上
げ
る
②

要
介
護
２
以
下
の
軽
度
者
の
自
己
負
担
額
を

引
き
上
げ
る
③
地
域
支
援
事
業
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
範
囲
を
要
介
護
１
、２
ま
で
拡
大

す
る
④
軽
度
者
の
生
活
援
助
と
福
祉
用
具
貸

与
の
給
付
割
合
を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
⑤
介

護
納
付
金
に
総
報
酬
割
を
導
入
す
る
─
な
ど

給
付
削
減
策
案
を
提
言
し
た
。

◎
民
間
委
員「
３
年
で
道
筋
を
」（
10
月
14
日
）

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
委
員

は
介
護
分
野
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
「
今
後

３
年
間
で
道
筋
を
つ
け
る
べ
き
だ
」
と
要
請

し
た
。「
混
合
介
護
」
を
意
識
し
た
要
請
。

◎
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
Ａ
Ｉ
活
用
（
10
月
20
日
）

政
府
の
未
来
投
資
会
議
・
構
造
改
革
徹
底
推

進
会
合
「
医
療
・
介
護
─
生
活
者
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
」
の
第
１
回
会
合
が
開
か
れ
、
厚
労
省

は
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
A
I
（
人
工
知
能
）
を
活
用

す
る
こ
と
や
、
セ
ン
サ
ー
付
き
見
守
り
機
器
・

最
新
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
を
促
す
た
め
事
業
所
の

運
営
基
準
や
介
護
報
酬
を
見
直
す
─
な
ど
と
説

明
し
た
。

◎
技
能
実
習
の
対
象
「
介
護
」
追
加
へ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
25
日
）

衆
議
院
本
会
議
は
外
国
人
技
能
実
習
制
度
適

正
化
法
案
と
入
管
法
改
正
案
を
可
決
し
、
参
議

院
に
送
付
し
た
。
今
国
会
で
成
立
す
る
見
通
し
。

対
象
職
種
（
74
種
）
に
「
介
護
」
を
追
加
、
最

長
滞
在
期
間
を
３
年
か
ら
５
年
へ
延
期
す
る
。

公
布
日
か
ら
１
年
以
内
に
実
施
す
る
。

（１）
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ウ
の
目
タ
カ
の
目

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
落
と
し
ど
こ
ろ

○
… 「
何
が
何
で
も
反
対
す
る
も
の
で
は

な
い
」。
日
本
経
団
連
の
榊
原
定た
だ
ゆ
き征
会
長
が

10
月
下
旬
の
記
者
会
見
で
介
護
納
付
金
の

「
総
報
酬
割
」
導
入
に″
前
向
き
〟
と
も
受
け

取
れ
る
発
言
を
し
た
こ
と
か
ら
、
関
係
者
か

ら
「
落
と
し
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
い
る
の
で
は

…
」
と
憶
測
さ
れ
て
い
る
。「
総
報
酬
割
」

導
入
の
是
非
は
介
護
保
険
制
度
見
直
し
の
重

要
な
論
点
の
１
つ
。
日
本
経
団
連
や
健
康
保

険
組
合
連
合
会
は
「
現
役
に
過
分
な
負
担
を

押
し
付
け
る
」
と
絶
対
反
対
の
は
ず
。

○
…
介
護
納
付
金
は
介
護
保
険
財
源
の

1
つ
。
第
１
号
保
険
料
が
高
額
に
な
ら
な
い

よ
う
所
得
の
多
い
健
保
組
合
な
ど
の
第
２
号

被
保
険
者
が
拠
出
し
合
っ
て
支
援
し
て
い

る
。
今
の
計
算
方
法
は
加
入
者
数
に
応
じ
て

拠
出
す
る
「
加
入
者
割
」。
だ
が
、
大
企
業

の
健
保
と
中
小
企
業
の
協
会
け
ん
ぽ
で
は
報

酬
格
差
が
あ
る
た
め
実
質
的
に
は
協
会
け
ん

ぽ
の
負
担
が
重
く
、
国
庫
補
助
を
受
け
て
い

る
の
が
実
情
だ
。
そ
こ
で
厚
生
労
働
省
は
負

担
の
公
平
化
を
掲
げ
、
賞
与
を
含
む
「
総
報

酬
割
」
へ
の
導
入
（
転
換
）
を
提
案
し
た
。

○
…
「
第
２
号
の
間
で
負
担
が
公
平
に

な
る
の
は
確
か
だ
」
と
社
会
部
記
者
が
容
認

の
素
振
り
を
見
せ
る
が
、経
済
部
記
者
は「
健

保
な
ど
の
拠
出
を
増
や
し
、
国
庫
補
助
を
減

ら
し
た
い
と
い
う
厚
労
省
の
本
音
が
見
え
見

え
だ
」
と
反
論
。
政
治
部
О
Ｂ
は
「
榊
原
会

長
は
導
入
の
前
提
と
し
て
給
付
の
抑
制
を
主

張
し
て
お
り
、
基
本
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な

い
」
と
冷
や
や
か
。
厚
労
省
は
後
期
高
齢
医

療
制
度
と
同
様
、
段
階
的
な
導
入
を
打
開
策

に
し
た
い
と
こ
ろ
。
落
と
し
ど
こ
ろ
に
な
る

か
。(

楢)

何が何でも
反対するもの

ではない

　
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
の
介
護
保
険
制
度
改
正
を
め
ぐ
る
論
議
が
大
詰

め
を
迎
え
よ
う
し
て
い
る
。
総
論
の
議
論
を
終
え
、
９
月
か
ら
具
体
的
な
論
点
を
め

ぐ
る
議
論
に
移
っ
た
。
第
67
回
部
会
（
10
月
19
日
）
ま
で
に
、
介
護
人
材
、
保
険
者

業
務
の
簡
素
化
、
地
域
支
援
事
業
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
軽
度
者
支
援
、
福
祉
用
具
・

住
宅
改
修
、
利
用
者
負
担
、
費
用
負
担
（
総
報
酬
割
導
入
）
な
ど
の
在
り
方
や
是
非

な
ど
に
つ
い
て
論
議
し
た
。
保
険
部
会
は
12
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
意
見
を
ま
と
め
、

厚
生
労
働
省
は
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
30
年
度
～
32
年
度
）
を
視
野
に

法
改
正
を
急
ぐ
方
針
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
論
点
と
議
論
の
要
点
を
ま
と
め
た
。

特
養
に
「
医
療
ニ
ー
ズ
」
の
対
応
求
め
る

「
生
活
援
助
」
の
保
険
給
付
は
継
続
へ

介
護
保
険
制
度
見
直
し
論
議　

大
詰
め

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
に
賛
否

◆
第
63
回
（
９
月
７
日
）
議
題
は
「
介
護
人

材
の
確
保
」「
保
険
者
の
業
務
の
簡
素
化
」「
認

知
症
施
策
の
推
進
」

「
介
護
人
材
…
」
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C

Т
を
活
用
す
る
事
業
者
に
対
し
、
次
の
介
護
報

酬
改
定
（
平
成
30
年
度
改
定
）
で
報
酬
や
基
準

で
評
価
す
る
こ
と
や
、
提
出
書
類
を
簡
素
化
す

る
厚
労
省
案
を
了
承
し
た
。「
保
険
者
の
業
務
…
」

で
は
市
町
村
の
負
担
軽
減
の
た
め
更
新
認
定
有

効
期
限
の
上
限
（
現
行
24
か
月
）
を
36
か
月
に

延
長
す
る
こ
と
も
了
承
し
た
。

◆
第
64
回
（
９
月
23
日
）「
保
険
者
等
に
よ

る
地
域
分
析
と
対
応
」「
サ
ー
ビ
ス
供
給
の

あ
り
方
」「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
」

「
保
険
者
等
に
よ
る
…
」
で
は
厚
労
省
が
要

介
護
認
定
率
や
１
人
当
た
り
介
護
費
用
な
ど
の

デ
ー
タ
を
示
し
、
こ
れ
を
参
照
し
て
市
町
村
は

自
立
支
援
と
重
度
化
防
止
の
取
り
組
み
に
目
標

を
明
記
し
、
自
ら
評
価
す
る
。
ま
た
市
町
村
が

介
護
給
付
費
や
要
介
護
認
定
な
ど
の
デ
ー
タ
を

国
に
提
出
し
、
国
は
集
計
・
分
析
し
た
結
果
を

都
道
府
県
や
市
町
村
（
第
三
者
含
む
）
に
提
供

す
る
─
な
ど
の
案
を
大
筋
で
了
承
し
た
。

「
サ
ー
ビ
ス
供
給
…
」
で
は
、
地
域
密
着
型
通

所
介
護
が
供
給
過
剰
と
な
っ
て
い
る
地
域
の
市

町
村
が
事
業
者
の
指
定
を
拒
め
る
よ
う
に
す
る

案
を
了
承
し
た
。
特
定
事
業
者
集
中
減
算
は
見

直
し
を
求
め
る
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。「
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
…
」
で
は
業
務
手
法
を
標
準
化

す
る
案
に
異
論
は
出
な
か
っ
た
が
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
有
料
化
案
で
は
賛
否
が
分
か
れ
た
。

◆
第
65
回（
９
月
30
日
）「
介
護
予
防
の
推
進
」

「
地
域
支
援
事
業
の
推
進
」「
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
見
直
し
」

「
介
護
予
防
…
」
で
は
、
積
極
的
に
取
り
組
む

高
齢
者
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
仕
組
み
を
導
入

す
る
案
が
示
さ
れ
た
が
、賛
否
が
分
か
れ
た
。「
地

域
支
援
事
業
…
」
で
は
市
町
村
に
評
価
に
応
じ

て
財
政
面
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
仕

組
み
が
提
案
さ
れ
た
が
、
結
論
は
出
な
か
っ
た
。

通
所
リ
ハ
と
通
所
介
護
の
役
割
分
担
を
明
確
に

す
る
こ
と
や
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な

ど
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
す
た

め
次
の
介
護
報
酬
改
定
で
要
件
や
基
準
を
見
直

す
こ
と
、
障
害
者
な
ど
が
利
用
し
や
す
い
「
共

生
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
新
し
い
類
型
と
す
る
案
な

ど
を
大
筋
で
了
承
し
た
。　

「
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
…
」
で
は
、
特
養
が
医
療

ニ
ー
ズ
や
看
取
り
に
さ
ら
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
を
介
護
報
酬
改
定
で
検
討
す
る
こ
と

や
、
１
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
ケ
ア
を

実
現
す
る
方
策
を
検
討
す
る
提
案
を
大
筋
で
了

承
し
た
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費　

引
き
上
げ

◆
第
66
回
（
10
月
12
日
）「
軽
度
者
へ
の
支

援
の
あ
り
方
」「
福
祉
用
具
貸
与・住
宅
改
修
」

＝
４
面
「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
参
照

「
軽
度
者
へ
の
支
援
…
」
で
は
、
要
介
護
１
と

２
に
提
供
す
る
「
生
活
援
助
」
を
市
町
村
の
地

域
支
援
事
業（
総
合
事
業
）へ
移
行
さ
せ
る
前
に
、

「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
「
介
護
予
防
通
所
介

護
」（
未
実
施
の
自
治
体
が
多
い
）
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
（
保
険
給
付
を
継
続
す
る
）
こ
と

や
、
次
回
の
介
護
報
酬
改
定
で
生
活
援
助
に
人

員
基
準
の
要
件
を
緩
和
し
た
新
類
型
を
検
討
す

る
案
を
了
承
し
た
。「
福
祉
用
具
…
」
で
は
福
祉

用
具
貸
与
の
貸
与
価
格
情
報
を
全
国
で
公
表
し
、

福
祉
用
具
専
門
員
が
価
格
や
複
数
製
品
な
ど
を

利
用
者
に
示
し
、
ケ
ア
マ
ネ
に
も
「
福
祉
用
具

貸
与
計
画
書
」
を
交
付
す
る
こ
と
、「
は
ず
れ
値
」

で
貸
す
場
合
は
保
険
者
の
了
解
を
必
要
と
す
る

こ
と
な
ど
を
了
承
し
た
。

■
第
67
回（
10
月
19
日
）「
利
用
者
負
担
」「
費

用
負
担
」
＝
４
面
「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
参
照

　
「
利
用
者
負
担
」
で
は
、
軽
度
者
の
利
用
者

負
担
引
き
上
げ
は
賛
否
が
分
か
れ
た
。
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
一
般
区
分
の
負
担
上
限
額
を

３
万
７
２
０
０
円
か
ら
医
療
保
険
と
同
水
準
の

第 67 回介護保険部会（10 月 19 日）

主な論点と行方（予想）
介護人材の確保 ○ ロボット等の活用事業所を介護報酬で評価
保険者業務の簡素化 ○ 提出書類の簡素化、ＩＣТ活用
保険者と地域分析 ○ 市町村の自立支援などに目標を設定
ケアプラン × ケアプランを有料化
介護予防 △ 予防結果で高齢者にインセンティブ付与

△ 市町村の地域支援事業にインセンティブ
地域密着型サービス ○ 介護報酬改定で要件見直し
特養の医療ニーズ ○ さらなる対応を介護報酬で評価
軽度者支援 × 生活援助を地域支援事業に移行
福祉用具貸与 ○「はずれ値」は保険者の要了解
高額介護サービス ○ 医療保険との整合はかる（同水準へ）
補足給付の不動産勘案 × 土地資産を勘案

○ リバースモーゲージなどの検討を深める
介護納付金 △ 加入者割から総報酬割へ

４
万
４
４
０
０
円
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
や
、
補

足
給
付
の
不
動
産
勘
案
に
つ
い
て
は
リ
バ
ー
ス

モ
ー
ゲ
ー
ジ
や
成
年
後
見
人
制
度
を
将
来
的
な

課
題
と
し
て
引
き
続
き
検
討
を
深
め
る
こ
と
を

了
承
し
た
。「
費
用
負
担
」
で
は
介
護
納
付
金
を

加
入
者
割
か
ら
総
報
酬
割
に
移
行
す
る
案
に
対

し
、
経
済
団
体
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
委
員

が
強
く
反
対
し
、
賛
否
が
分
か
れ
た
。

（注）10 月 19 日現在。収載上の都合で文言を要約。
○（大筋）了承　×反対　△賛否両論あり
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思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
。
お
一
人
お
一
人
に
合
わ

せ
た
ケ
ア
を
提
供
す
れ
ば
、
自
然
と
時
間
は
ず
れ

て
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、少
な
い
職
員
数
で
も
、

入
居
者
の
暮
ら
し
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
が
提
供
で
き

ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
皆

さ
ん
が
何
十
年
後
か
年
老
い
た
時
、
自
身
が
入
り

た
い
と
思
え
る
施
設
に
、　

そ
し
て
今
の
自
分
に

介
護
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
え
る
職
員
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
施
設
に
入
居
し
て
も
生
活

の
継
続
性
は
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
受
講
者
が
1
対
1

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
暮
ら
し
の
シ
ー
ト
を
作

成
し
、
起
床
や
食
事
な
ど
を
赤
や
緑
で
マ
ー
カ
ー

し
た
も
の
を
並
べ
て
比
較
す
る
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
手
法
で
個
々
の
一
日
は
異
な
る
こ
と
を
確
認

し
あ
っ
た
。

の
Ａ
様
が
懐
メ
ロ
好
き
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
外
出
支
援
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
と
き
に
一

緒
に
連
れ
て
行
っ
た
。
す
る
と
、
Ａ
様
は
自
分

が
知
っ
て
い
る
曲
が
流
れ
る
と
、
口
を
動
か
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
Ａ
様
の
お
部
屋
で

決
ま
っ
た
時
間
に
懐
メ
ロ
を
流
す
よ
う
に
し
て

い
る
。
寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
、
支
援
の
チ
ャ

ン
ス
は
あ
る
」
と
話
し
た
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

講
義
中
、
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
施
設
管
理
者
か
ら
「
実
技
は
し
っ
か
り
で
き

て
い
る
け
れ
ど
、
言
葉
の
問
題
で
申
し
送
り
が

う
ま
く
で
き
ず
、
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
他
の

施
設
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
」
と

質
問
が
あ
っ
た
。

井
手
氏
は
「
自
分
の
施
設
に
は
、
ひ
ら
が
な

は
読
め
な
い
が
、
入
居
者
受
け
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
外
国
人
労
働
者
が
い
る
。
記
録
が
で
き
な
い

の
で
口
頭
で
伝
え
て
も
ら
い
、
他
の
職
員
が
代

行
し
て
記
録
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ

字
表
記
の
排
泄
表
を
作
る
な
ど
の
工
夫
も
し
て

い
る
」
と
答
え
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

体
制
や
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
工

夫
な
ど
も
管
理
者
に
求
め
ら
れ
る
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

個
別
ケ
ア
研
修　
事
例
検
討
会

　
推
進
協
は
、
10
月
24
日
、
横
浜
市
の

し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
で
、
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た
認
知
症
ケ
ア
環

境
指
針
P
E
A
P
に
基
づ
く
個
別
ケ

ア
研
修
の
事
例
検
討
会
を
開
催
し
た
。

５
施
設
９
名
が
参
加
し
、
児
玉
桂
子
氏

（
日
本
社
会
事
業
大
学
・
名
誉
教
授
）

と
鈴
木
み
な
子
氏
（
日
本
社
会
事
業
大

学
・
共
同
研
究
員
） が
講
義
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
事
例
検
討
を
通
じ
て
参
加
者

が
お
互
い
に
学
び
あ
い
、
質
の
高
い
ケ
ア
の
実

現
に
向
け
た
「
効
果
の
上
が
る
環
境
支
援
」
の

ス
キ
ル
を
磨
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
上

石
神
井
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
東
京
都
）、

こ
う
の
す
タ
ン
ポ
ポ
翔
裕
園
（
埼
玉
県
）、

ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
（
神
奈
川
県
）、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
成
田
苑
（
千
葉
県
）、ゆ
り
の
木
苑
（
千
葉
県
）

の
5
施
設
が
参
加
し
た
。

講
師
は
児
玉
桂
子
氏
（
日
本
社
会
事
業
大

学
・
名
誉
教
授
）
と
鈴
木
み
な
子
氏
（
日
本
社

会
事
業
大
学
・
共
同
研
究
員
）
が
担
当
し
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
古
賀
誉
章
氏
（
宇
都
宮

大
学
・
准
教
授
）、
沼
田
恭
子
氏
（
沼
田
恭
子

建
築
設
計
事
務
所
）
が
参
加
し
た
。

受
講
生
は
、
一
人
の
入
居
者
に
焦
点
を
あ

て
た
自
施
設
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
15
分
ず

つ
報
告
を
行
い
、
講
師
や
参
加
者
と
意
見
交
換

し
た
。

受
講
生
の
一
人
は
「″
こ
れ
ま
で
畳
中
心
の

生
活
を
し
て
い
た
の
で
、
畳
の
上
で
ゆ
っ
た
り

生
活
を
し
た
い
〟
と
い
う
入
居
者
様
の
望
み
に

対
し
、
使
用
頻
度
の
低
か
っ
た
和
室
に
、
植
物

を
置
い
た
り
、
動
物
の
写
真
を
壁
に
貼
っ
た

り
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
模
様
替
え

を
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
居
室
に
こ
も
り
が

ち
だ
っ
た
入
居
者
様
が
和
室
を
利
用
す
る
よ
う

（２）

よ
く
わ
か
る
個
人
情
報
前
編

第
２
回
管
理
者
研
修

推
進
協
は
、
10
月
26
日
～
28
日
に
福
岡
（
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
）
で
平
成
28
年
度
第
2

回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
を
開
催

し
、
20
名
が
受
講
し
た
。

研
修
で
は
、
井
手
明
利
氏
（
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

推
進
事
業
推
進
室
長
、
望
洋
の
郷
・
施
設
長
）、

末
次
朋
子
氏
（
洸
寿
園
・
副
施
設
長
）、
足
立

啓
氏
（
和
歌
山
大
学
・

名
誉
教
授
）
の
３
氏
が

講
義
し
た
。

意
欲
を
引
き
出
す
考
え
方
が
大
事

井
手
氏
は
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
理
念
と
意
義
」

「
高
齢
者
と
そ
の
生
活
」「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設

に
お
け
る
体
制
の
整
備
及
び
管
理
」
に
つ
い
て

講
義
し
た
。
井
手
氏
は
「
入
居
者
の
意
欲
を
引

き
出
そ
う
と
い
う
考
え
方
が
無
け
れ
ば
、
生
活

が
組
み
立
て
ら
れ
な
い
。
設
え
を
変
え
る
の
は

お
金
が
か
か
る
け
れ
ど
、
考
え
方
を
変
え
る
の

に
お
金
は
か
か
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、

自
施
設
の
事
例
を
あ
げ
「
胃
ろ
う
で
寝
た
き
り

に
な
り
、″
畳
の
部
屋
で
好
き
な
歌
を
聞
き
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
、
座
椅
子
や
長
座
布

団
を
使
用
し
て
横
に
な
れ
る
〟
と
喜
ば
れ
て
い

る
。
ま
た
、他
の
利
用
者
様
と
の
会
話
も
増
え
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
笑
顔
で
話
さ
れ
る
姿
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
報
告
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
鈴
木
氏
は
「
施
設
だ
か
ら

自
分
の
望
み
は
叶
え
ら
れ
な
い
と
、
ご
利
用
者

様
自
身
で
諦
め
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
ご
利
用
者
様
の
生
の

声
を
聞
き
逃
さ
な
い
事
が
大
切
で
す
」
と
話
し

た
。
ま
た
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
、「
環

境
づ
く
り
の
目
的
や
活
用
方
法
・
活
用
状
況
を

情
報
共
有
し
て
、全
職
員
が
主
体
的
に
認
識
し
、

継
続
し
て
取
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
質
の
良
い
ケ

ア
に
繋
が
る
」
と
述
べ
た
。

児
玉
氏
は
「
職
員
と
利
用
者
の
価
値
観
に

は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
職
員
視
点
で
は
な

く
利
用
者
視
点
で
重
要
性
の
順
位
を
考
え
る
こ

と
で
、
ご
利
用
者
様
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う

職
員
の
想
い
が
伝
わ
り
、
ご
利
用
者
様
の
笑
顔

が
引
き
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
入
居
者
視

点
で
そ
の
方
の
人
生
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
サ
ー

ビ
ス
を
考
え
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

環
境
を
変
え
た
ら

入
居
者
様
の
笑
顔
が
増
え
た

井手氏

熊本支部長
小笠原嘉祐氏

鈴木氏 児玉氏

古賀氏沼田氏

神
奈
川
支
部
（
広
嶋
稔
之
支
部
長
）
は
、
11

月
2
日
、
横
浜
に
あ
る
日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
内
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
28
年
度

第
1
回
一
般
職
員
向
け
研
修
を
開
催
し
、
56
名

が
参
加
し
た
。

広
嶋
支
部
長
（
み
ん
な
と
暮
ら
す
町
・
施

設
長
）
が
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
に
特
化
し
た
研
修
を

企
画
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
と
い
う
と
人
材
も

手
厚
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
少
な
い
人
材
で

も
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
持
ち

帰
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
開
会
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
講
師
の
辻
田
恭
子
氏
（
ニ
ュ
ー

バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
・
施
設
長
）
が
「″
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
を
し
た
く
て
も
人
が
い
な
い
か
ら
で
き

な
い
〟
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
う
施
設
は
一
斉
介
助
を
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
。
職
員
が
入
居
者
様
を
焦
ら
せ
て
何

時
ま
で
に
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

長
崎
支
部（
池
原
香
支
部
長
）は
、10
月
25
日
、

長
崎
県
西
彼そ
の
ぎ杵

郡
の
実
地
研
修
施
設
で
も
あ
る

の
ぞ
み
の
杜
（
池
原
香
施
設
長
）
の
研
修
室
で
、

研
修
会
を
開
催
し
、
４
施
設
か
ら
リ
ー
ダ
ー
を

中
心
に
24
名
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
指
導
者
で

も
あ
る
上
田
か
な
氏
（
樹
陽
会
・
理
事
長
）
が
、

事
例
を
挙
げ
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
個
別
ケ
ア
を

実
践
す
る
た
め
の
手
法
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
自

立
支
援
に
よ
っ
て
生
活
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
利

用
者
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
─
な
ど

と
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
各

施
設
の
課
題
を
持
ち
よ
り
、
互
い
に
解
決
策
を

考
え
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
後
は
課
題
解
決
の
ヒ
ン

ト
と
す
る
た
め
、
の
ぞ
み
の
杜
の
介
護
現
場
を

見
学
し
た
。
個
別
ケ
ア
の
手
法
や
記
録
を
そ
の

支
部
便
り

神
奈
川
支
部

長
崎
支
部

一
般
職
員
向
け
研
修
を
開
催

リ
ー
ダ
ー
主
体
の
支
部
研
修
会
を
開
催

熊
本
地
震
に
お
け
る　

　
　

義
援
金
の
御
礼

10
月
上
旬
、熊
本
の
小
笠
原
嘉
祐
支
部
長
（
リ

デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
・
理
事
長
）
か
ら
、
推
進

協
の
赤
枝
雄
一
会
長
宛
て
に
、
義
援
金
の
御
礼

の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
の
熊
本
地
震
に
際
し
ま
し
て
は
多
大

な
る
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

熊
本
県
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
施
設

で
建
物
や
付
属
設
備
、
備
品
な
ど
に
大
き
な
被

害
が
出
て
お
り
、
全
体
で
数
億
円
規
模
の
被
害

が
出
て
い
る
現
状
で
す
。

地
震
直
後
の
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
当

法
人
が
支
援
物
資
の
一
次
拠
点
と
し
て
集
配
所

機
能
を
担
い
、
二
次
拠
点
と
な
る
県
内
6
エ
リ

ア
の
社
会
福
祉
法
人
様
と
連
携
し
、
熊
本
県
内

で
被
災
さ
れ
た
福
祉
施
設
は
も
と
よ
り
、
エ
リ

ア
の
地
域
住
民
や
避
難
所
等
へ
も
お
届
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
法
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
福

祉
避
難
所
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
役

<

平
成
28
年
10
月
３
日
入
会>

支
部
名　
鳥
取
支
部

法
人
名　
社
会
福
祉
法
人 

賛
幸
会

法
人
代
表
者　
理
事
長　
田
中 

彰

施
設
名 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

の
で
ら
は
ま
ゆ
う

施
設
代
表
者　
施
設
長　
荻
原 

英
子

住
所   

〒
６
８
0
ー
0
９
２
４

　
鳥
取
県
鳥
取
市
野
寺
６
７

電
話　
０
８
５
７
（
５
１
）
８
１
８
８

<

平
成
28
年
10
月
17
日
入
会>

支
部
名　
福
島
支
部

法
人
名　
社
会
福
祉
法
人 

ほ
ほ
え
み
福
祉
会

法
人
代
表
者　
理
事
長　
猪
狩 

恭
典

施
設
名 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ほ
ほ
え
み
の
里

施
設
代
表
者　
施
設
長　
猪
狩 

真も
と
の
り典

住
所   

〒
９
６
３
ー
７
７
０
４

　
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
熊
耳
神
山
２
８
７

電
話　
０
２
４
７
（
６
１
）
５
６
２
２

<

平
成
28
年
10
月
26
日
入
会>

支
部
名　
神
奈
川
支
部

法
人
名　
社
会
福
祉
法
人 

近
代
老
人
福
祉
協
会

法
人
代
表
者　
理
事
長　
清
水 

唯
雄

施
設
名 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷

施
設
代
表
者　
施
設
長　
辻
田 

恭
子

住
所   

〒
２
３
0
ー
0
０
７
３

　
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
獅
子
ヶ
谷
3
丁
目
10
ー
８

電
話　
０
４
５
（
５
７
６
）
３
０
５
５

開会挨拶をする
広嶋支部長

辻田施設長

グループワーク

自立支援について説明する上田理事長

割
を
果
た
す
べ
く
、
多
く
の
要
援
護
者
の
受
け

入
れ
を
実
施
し
、
福
祉
避
難
所
を
利
用
さ
れ
て

い
た
多
く
の
方
が
元
気
を
取
り
戻
し
、
安
心
し

た
生
活
に
向
け
て
避
難
所
を
退
去
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご

支
援
と
ご
鞭
撻
の
た
ま
も
の
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

型
施
設
推
進
協
議
会
加
入
法
人
に
対
し
、
す
べ

て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

熊
本
地
震
後
の
当
法
人
の
活
動
状
況
、
福

祉
避
難
所
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
法
人
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.riddell-w
right.com

）

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ

い
。末

尾
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
し
御
礼
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

推
進
協
熊
本
支
部
長　

小
笠
原
嘉
裕

場
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
に
学
び
を
深

め
た
。

施
設
長
、
相
談
員
等
を
交
え
て
施
設
間
を

超
え
た
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
同
士
の
学
び
と

絆
、更
に
や
る
気
が
深
ま
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

池
原
支
部
長
は
「
長
崎
支
部
で
は
、
今
後

も
リ
ー
ダ
ー
同
士
が
互
い
の
施
設
を
知
り
、
共

に
刺
激
し
あ
い
協
力
し
あ
う
こ
と
で
、
更
な
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
リ
ー
ダ
ー

主
体
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
」
と
話
し
た
。

新
規
入
会
施
設
の
ご
紹
介
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【
地
域
と
施
設
の
紹
介
】

新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
日
本

海
寄
り
に
あ
る
長
岡
市
和
島
地
域

は
、
平
成
18
年
に
合
併
し
た
旧
和

島
村
で
す
。

和
島
地
域
は
、
合
併
前
か
ら

子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
集
え
る
「
共
育

の
里
」
と
い
う
構
想
を
掲
げ
、
高

齢
者
施
設
に
対
す
る
期
待
の
大
き

か
っ
た
地
域
で
し
た
。
そ
の
期
待

に
応
え
、
社
会
福
祉
法
人
長
岡
三

古
老
人
福
祉
会
（
田
中
政
春
理
事

長
）
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
を
併
設
し
た

「
地
域
密
着
型
複
合
施
設
わ
し
ま
」

を
27
年
４
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

当
法
人
で
は
、
拠
点
と
な
る
施

設
を
中
心
と
し
た
複
数
の
管
轄
に

分
け
、
地
域
に
根
差
し
た
事
業
を

集
約
し
て
実
施
し
て
い
く
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

和
島
・
寺
泊
地
域
に
お
い
て
は

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桐
原
の

郷
」、「
介
護
老
人
保
健
施
設
て
ら

ど
ま
り
」
と
も
連
携
し
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

視
点
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

和
島
地
域
で
は
他
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
24
年
に
は
廃
校
と
な
っ

た
旧
島
田
小
学
校
の
築
九
十
年
の

木
造
校
舎
を
活
用
し
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

事
業「
和
島
ト
ゥ
ー
・
ル
・
モ
ン
ド
」

を
実
施
し
、
本
格
フ
レ
ン
チ
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
「
バ
ー

グ
」や
、パ
ン
工
房「
ア
ル
モ
ニ
エ
・

ワ
シ
マ
・
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
」
な
ど

の
事
業
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
の
中
で
暮
ら
す
】

健
康
は
お
い
し
い
食
事
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

施
設
の
畑
で
収
穫
し
た
野
菜

や
「
和
島
ト
ゥ
ー
・
ル
・
モ
ン
ド
」

で
障
害
者
と
と
も
に
生
産
し
た
野

菜
や
自
家
製
パ
ン
、
地
元
直
売
所

の
新
鮮
な
野
菜
を
食
材
に
取
り
入

れ
、
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

お
盆
の
こ
ろ
に
行
わ
れ
る
地
元

の
「
ふ
る
さ
と
わ
し
ま
ま
つ
り
」

で
は
、
施
設
の
間
近
で
花
火
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
ご
利
用
者
と
ご
家
族
も

お
招
き
し
て
、
職
員
と
一
緒
に
打

ち
上
げ
ら
れ
る
大
き
な
花
火
を
楽

し
み
ま
し
た
。

【
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
】

施
設
の
向
か
い
に
あ
る
和
島
小

学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
姿
を
見
る
こ
と
が
、
ご
利
用
者

の
毎
朝
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
子
ど
も
た
ち
が
お
年
寄

り
と
ふ
れ
あ
い
、
福
祉
に
つ
い
て

学
ぶ
福
祉
体
験
交
流
の
授
業
に
協

力
し
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育

て
て
い
く
活
動
に
も
し
っ
か
り
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

【
ひ
と
・
社
会
・
地
域
・
協
働
】

地
域
に
住
む
ご
家
族
に
呼
び
掛

け
、
ご
自
宅
で
使
わ
な
く
な
っ
た

古
布
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
布
を
ご
利
用
者
の
余
暇

活
動
に
活
用
し
、
大
き
な
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
作
っ
て
地
域
の
文
化
祭

に
出
展
し
ま
し
た
。

リ
ユ
ー
ス
、
創
作
、
社
会
参
加
。

地
域
の
身
近
な
人
た
ち
と
力
を
合

わ
せ
、
ご
利
用
者
の
「
生
き
て
い

く
」
に
つ
な
が
る
ロ
ー
カ
ル
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
拓
し
て
い
き

ま
す
。

【
山
田
活
基
管
理
者
か
ら
】

私
た
ち
の
施
設
は
開
設
し
て
２

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
地
域

に
仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

地
域
と
の
お
付
き
合
い
も
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
が
、
積
み
重
ね
て

い
く
一
つ
ひ
と
つ
の
出
会
い
が
と

て
も
新
鮮
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ご

利
用
者
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ

て
、
地
域
の
中
で
、
ご
家
族
と
地

域
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
。
そ

ん
な
、
よ
り
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
関
係

を
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

山田管理者

（3）

新潟県

〒 949-4511 新潟県長岡市小島谷 3399 番地　 TEL：0258-89-8560　FAX：0258-74-3033 
【定員】特養　２９名　グループホーム 18 名　小規模多機能型居宅介護　25 名

～ 一つひとつの出会いを積み重ね、地域とともに暮らしていきたい～

社会福祉法人 長岡三古老人福祉会
地域密着型複合施設 わしま

改
正
個
人
情
報
保
護
法
（
正
式
に
は
「
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」）
が
昨
年
9
月

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
公
布
か
ら
2
年
以
内
に

施
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
来
年
4
月
施
行
を
想

定
し
て
行
動
す
る
べ
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
一
番
注
目
さ
れ
て
い
る
の

は
、
小
規
模
事
業
者
の
特
例
（
取
り
扱
う
個
人

デ
ー
タ
の
合
計
が
過
去
6
ヶ
月
以
内
の
い
ず
れ

の
日
も
5
０
０
０
件
未
満
の
事
業
者
は
個
人
情

報
取
扱
事
業
者
か
ら
適
用
を
除
外
）
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
改
正
か
ら
1
件
で
も
個
人
デ
ー
タ
を

取
り
扱
う
事
業
者
は
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に

該
当
す
る
と
さ
れ
、
会
員
施
設
の
皆
様
も
個
人

情
報
取
扱
事
業
者
と
み
な
さ
れ
、
法
の
遵
守
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
個
人
情
報
と
は
ど
う
い
っ
た
も

の
で
し
ょ
う
か
。
個
人
情
報
保
護
法
で
は
、「
生

存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該

情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の

記
述
等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
を
い
う
。（
同
法
第
二
条
）」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
学
籍
番
号
や
社
員
番
号
も
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
で
個
人
を
特
定
で
き

る
た
め
、
個
人
情
報
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
今
回

の
改
正
か
ら
指
紋
や
声
紋
、
介
護
保
険
の
被
保

険
者
証
番
号
や
免
許
証
番
号
等
が
「
個
人
識
別

符
号
」
と
い
う
定
義
で
個
人
情
報
に
該
当
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
個
人
情
報
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。  （
推
進
協
事
務
局
）

よ
く
わ
か
る
個
人
情
報

「ローズガーデン条南苑」では、利用者様に音楽を楽しん
でいただけるイベントを行っています。今回は、6月と8
月に開催したジャズバンド来苑の様子をお知らせします。
【バンド・フライキャッツ】6月 12日、福永金彦さんが
結成しているバンド「フライキャッツ」によるジャズ演奏
会を開催しました。このバンドには、毎年演奏会を行って
いただいています。
【泉大津市立東陽中学校吹奏楽部】8月 18日、東陽中学
校からジャズバンドの方々にお越しいただきました。ジャ

「ニューバード」がある地元の北新羽杉山神社で、今年も神輿
町内渡御がありました。
当日は、朝から強い雨が降る悪天候、どうなる事かと思いま
したが、午後になると雨もやみ、入居者の皆様も正面玄関で到
着を待ちました。お神輿が到着するまで、太鼓の演奏が行われ、
音の大きさに入居者の皆様も大興奮。入居者の「もうすぐ来な
いかな～」と待ち望む中、笛と太鼓と掛け声が近づいてきました。
到着したお神輿を見て拍手されたり、「すごい」とびっくりされ
たり入居者の反応は様々でしたが、楽しまれている様子でした。

社会福祉法人 近代老人福祉協会
特養・ニューバード

　（神奈川県）
施設長：大和田竜太

社会福祉法人  豊中福祉会
特養・ローズガーデン条南苑

（大阪府）
施設長：八木　絹子

心地よ
いサッ

クスの
音色

ジャズ
バンド

来苑 地元神
社のご

協力で

施設に
御神輿

木と緑が調和したラウンジ

どれが個人情報？

前
編

改
正
個
人
情
報
保
護
法
で
ど
う
変
わ
る
？

東陽中学校吹奏楽部による演奏

御神輿わっしょい！

新 鮮 な 食 材 で
健康づくり

ズバンドがデイを訪れるのは初めての事で、職員も楽しみにしていました♪運び入れられ
る楽器の数々に、ご利用者様はもちろん、職員も食い入るように見ておりました☆演奏が
始まると、その迫力に一気に心が虜に！ご利用者様の皆様もじっくりと聴いておられまし
た。皆様にも馴染みのある歌謡曲７曲に加え、演歌メドレーと昭和アイドルメドレーも演
奏してくださるという大ボリュームでした！（担当：八木秀富）

ジャズバンド「フライキャッツ」

※１：苗字だけでは個人を特定できないため。
※２：ただし、理事長、施設長名は個人情報
※３：所属先と組み合わせることによって個人を特定できるため。
　　   住所や生年月日等との組み合わせも同様。
※４：メールアドレスだけであっても、○○会社のヤマダタロウ
　　　のメールアドレスだとわかり、個人を特定できる。

廃校となった木造校舎を活用した
「和島トゥー・ル・モンド」

施設全景

一つひとつ
丁寧に作り上げました

最後に、入居者一人一人順番に地域の方やご家族、職員付き添いのもとで神輿をくぐりま
した。多くの方に笑顔が見られ、「記念になった。ありがとう」との言葉も頂きました。
季節を感じ、地域とのつながりも大いに感じられるイベントとなりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：大和田竜太）

情報 個人情報
山田　※１ ×
法人等の団体そのものに関する情報　※２
山田太郎

○
○○会社の山田　※３
yamada-taro@（会社名）.co.jp　※４
本人の写真や映像、音声
Web 上や電話帳等で公にされている氏名等の情報



2016 年 11 月 15 日発行　第 117 号

厚
生
労
働
省
や
介
護
関
係
団
体
な
ど
の
動
向
を

ま
と
め
ま
し
た
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
士
の
訪
問
を
解
禁（
10
月
４
日
）

　
　
29
年
度
か
ら　
厚
労
省
検
討
委

第
13
回
外
国
人
介
護
人
材
受
入
れ
の
在
り
方
検

討
会
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
が
1
人
で
訪
問
系

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
こ
と
を
認
め
る
報
告
書
を

取
り
ま
と
め
た
。
日
本
語
ス
キ
ル
の
基
準
は
設
け

な
い
。

■
介
護
職
の
医
療
的
ケ
ア
を
拡
大（
10
月
５
日
）

　
　
医
療
連
携
を
強
化　
厚
労
省
が
提
案

厚
労
省
は
福
祉
部
会
の
福
祉
人
材
確
保
専
門
委

員
会
に
対
し
、
介
護
職
員
が
行
え
る
医
療
的
ケ
ア

（
現
行
、
喀
痰
吸
引
と
経
管
栄
養
剤
の
交
換
）
を

拡
大
す
る
意
向
を
示
し
、
審
議
を
要
請
し
た
。
医

療
連
携
な
ど
が
狙
い
。
専
門
委
は
来
年
３
月
末
ま

で
に
結
論
を
ま
と
め
る
。

■
重
点
事
項
に
「
混
合
介
護
」（
10
月
６
日
）

政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
は「
人
材
」「
医
療
・

介
護
・
保
育
」
な
ど
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
新
設
し
て
集
中
論
議
す
る
方
針
を
決
め
た
。

重
点
事
項
の
１
つ
に
「
混
合
介
護
」
を
挙
げ
た
。

■
生
活
援
助
の
移
行
に
異
論(

10
月
12
日)

　
　
第
66
回
介
護
保
険
部
会

厚
労
省
が
示
し
た
「
軽
度
者
へ
の
支
援
の
在
り

方
」「
福
祉
用
具
貸
与
・
住
宅
改
修
」の
論
点
に
沿
っ

て
審
議
し
た
。
生
活
援
助
の
見
直
し
で
は
賛
否
が

分
か
れ
た
。
福
祉
用
具
貸
与
で
は
極
端
に
高
い
価

格(

は
ず
れ
値)

を
防
ぐ
こ
と
で
一
致
し
た
。

【
軽
度
者
へ
の
支
援
】
〇
「
生
活
援
助
」
を
地

域
支
援
事
業(

総
合
事
業)

へ
移
行
さ
せ
る
前
に
、

「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」と「
介
護
予
防
通
所
介
護
」

を
検
証
す
べ
き
で
は
な
い
か
○
次
回
介
護
報
酬
改

定(

30
年
度
改
定)

で
生
活
援
助
に
人
員
基
準
の

要
件
を
緩
和
し
た
新
類
型
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

【
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
】
◇
福
祉
用
具
貸
与

〇
貸
与
価
格
情
報
を
全
国
レ
ベ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
、
福
祉
用
具
専
門
員
に
価
格
や
複
数

製
品
な
ど
を
利
用
者
に
示
す
こ
と
を
義
務
と
し
、

併
せ
て
ケ
ア
マ
ネ
に
も「
福
祉
用
具
貸
与
計
画
書
」

を
交
付
す
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
〇
「
は
ず
れ

値
」
で
貸
す
場
合
、保
険
者
の
了
解
を
必
要
と
し
、

事
業
者
に
「
介
護
給
付
費
請
求
書
」
の
記
載
方
法

を
徹
底
し
た
ら
ど
う
か
。
◇
住
宅
改
修
〇
国
が
見

積
書
類
の
様
式
を
示
し
た
ら
ど
う
か
〇
ケ
ア
マ
ネ

が
利
用
者
に
複
数
の
見
積
も
り
を
取
る
よ
う
説
明

す
る
こ
と
に
し
た
ら
ど
う
か
。

■
処
遇
改
善
の
審
議
ス
タ
ー
ト(

10
月
12
日)

　
　
第
１
３
１
回
介
護
給
付
費
分
科
会

27
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
調
査
票
案
（
28
年
度

調
査
票
）
を
了
承
し
た
。
結
果
は
30
年
度
介
護
報

酬
改
定
に
反
映
さ
せ
る
。公
表
は
来
年
３
月
以
降
。

ま
た
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
「
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
月
額
平
均

1
万
円
相
当
の
処
遇
改
善
を
29
年
度
か
ら
実

施
す
る
」
の
審
議
を
開
始
し
た
。
必
要
財
源
は

１
７
８
６
億
円
、
介
護
報
酬
加
算
で
賄
う
方
針
。

年
末
ま
で
に
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
。

〈
意
見
〉「
定
昇
や
人
事
評
価
の
実
施
を
要
件
の

1
つ
に
す
べ
き
だ
」
な
ど
。

■
総
報
酬
割
め
ぐ
る
対
立
解
け
ず(

10
月
19
日)

　
　
第
67
回
介
護
保
険
部
会

厚
労
省
が
「
利
用
者
負
担
」「
費
用
負
担
」
の

論
点
を
示
し
た
が
、
関
係
団
体
の
思
惑
が
絡
ん
で

基
本
的
な
点
で
意
見
が
分
か
れ
た
。

【
利
用
者
負
担
】
○
医
療
保
険
の
高
額
療
養
費

制
度
の
水
準
に
合
わ
せ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
一
般
区
分
の
負
担
上
限
額
を
３
万
７
２
０
０
円

か
ら
４
万
４
４
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
ら
ど
う
か

○
補
足
給
付
の
不
動
産
勘
案
に
つ
い
て
所
有
す
る

宅
地
を
試
算
と
し
て
活
用
す
る
た
め
リ
バ
ー
ス

モ
ー
ゲ
ー
ジ
や
成
年
後
見
人
制
度
を
将
来
的
な
課

題
と
し
て
引
き
続
き
検
討
を
深
め
る
べ
き
か
。

〈
意
見
〉「
医
療
と
の
整
合
性
を
考
え
る
べ
き
だ
」

な
ど
。

【
費
用
負
担
】
〇
健
康
保
険
加
入
者
な
ど
２
号

被
保
険
者
が
負
担
す
る
介
護
納
付
金
に
総
報
酬

割(

賞
与
含
む
平
均
報
酬
に
応
じ
て
負
担)

を
導

入
す
る
際
の
留
意
点
は
何
か
。(

注)

現
行
は
各

保
険
者
が
加
入
者
数
に
応
じ
て
負
担
す
る
加
入
者

割
。〈

意
見
〉「
第
２
号
被
保
険
者
の
間
の
負
担
差
を

解
消
で
き
る
」「
総
報
酬
割
導
入
は
協
会
け
ん
ぽ

に
対
す
る
国
庫
補
助
金
1
4
5
0
億
円
を
組
合

健
保
な
ど
に
付
け
替
え
る
も
の
で
断
固
反
対
」
な

ど
。

■
控
除
の
算
定
方
式
を
了
承
（
10
月
21
日
）

　
　
社
福
法
人
財
務
規
律
検
討
会

第
５
回
社
会
福
祉
法
人
の
財
務
規
律
の
向
上
に

係
る
検
討
会
は
、
改
正
社
会
福
祉
法
の
本
格
施
行

（
29
年
４
月
）
を
控
え
、
厚
労
省
が
示
し
た
「
控

除
対
象
財
産
」「
社
会
福
祉
充
実
計
画
」「
契
約
ル
ー

ル
及
び
調
査
研
究
」
の
考
え
方
や
算
定
式
な
ど
を

了
承
し
、
議
論
を
終
え
た
。
焦
点
の
「
控
除
対
象

財
産
」
の
算
定
は
①
建
て
替
え
費
用
は
自
己
負
担

比
率
の
割
合
を
福
祉
医
療
機
構
が
融
資
し
て
い
る

施
設
平
均
15
％
と
し
、
最
終
的
に
は
実
施
中
の
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
決
め
る
②
必
要
な
運
転
資

金
は
年
間
事
業
活
動
支
出
の
３
カ
月
分
と
す
る
③

「
社
会
福
祉
充
実
計
画
」
は
原
則
５
年
の
範
囲
で

作
成
し
て
提
出
す
る
が
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る

場
合
は
10
年
ま
で
延
長
で
き
る
─
な
ど
。

■
新
類
型
の
た
た
き
台
を
提
示(

10
月
26
日)

　
　
療
養
病
床
再
編
で
厚
労
省

第
４
回
療
養
病
床
の
在
り
方
等
に
関
す
る
特
別

部
会
が
開
か
れ
、
厚
労
省
は
介
護
療
養
病
床(

29

年
度
末
廃
止)

と
医
療
療
養
病
床(

25
対
１)

の

転
換
先(

受
け
皿)

と
な
る
医
療
内
包
型(

Ⅰ)
と(
Ⅱ)
、
医
療
外
付
け
型
の
３
新
類
型
の
設
置

基
準
な
ど
柱
と
す
る
「
た
た
き
台
」
を
提
示
し
た
。

経
過
期
間
は
２
～
６
年
。
施
設
基
準
で(

Ⅰ)

は

介
護
療
養
病
床
、(
Ⅱ)

は
老
健
施
設
、
外
付
け

は
特
定
施
設
生
活
介
護
指
定
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
基
準
相
当
を
求
め
て
い
る
。
来
年
３
月
末
ま
で

に
意
見
を
ま
と
め
る
。

■
「
混
合
介
護
」
に
慎
重
論
（
10
月
27
日
）

　
　
自
民
党
介
護
Ｐ
Ｔ

自
民
党
の
介
護
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
、規
制
改
革
推
進
委
員
会
が
課
題
と
し
た「
混

合
介
護
」
の
緩
和
と
「
株
式
会
社
の
特
養
参
入
」

に
つ
い
て
「
慎
重
に
対
応
に
す
べ
き
だ
」
と
す
る

意
見
で
一
致
し
た
。

■
年
内
に
総
合
確
保
方
針
を
改
定（
10
月
31
日
）

　
　
医
療
介
護
総
合
確
保
促
進
会
議

第
８
回
医
療
介
護
総
合
確
保
促
進
会
議
が
開
か

れ
、
30
年
度
か
ら
始
ま
る
第
７
次
医
療
計
画
と
第

７
期
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
の
整
合
性
を

は
か
る
た
め
年
内
に
基
本
方
針
を
改
定
し
、
都
道

府
県
と
市
町
村
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
を
決
め

た
。

（４）

◎
人
手
不
足
の
た
め
連
続
出
勤

　
　
　

こ
れ
っ
て
違
法
？

10
月
１
日
～
10
月
31
日

【
用
語
解
説
】

共
生
型
サ
ー
ビ
ス

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

乳
幼
児
の
保
育
や
高
齢
者
向
け
の

介
護
、
障
害
者
支
援
な
ど
今
は
別
々
の

施
設
で
受
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
１
カ

所
で
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
の
こ
と
。
限

ら
れ
た
施
設
や
人
材
を
有
効
に
使
い
、

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
し
て
い
く

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

持
ち
家
（
自
宅
）
を
担
保
と
し
て
銀

行
や
自
治
体
か
ら
融
資
を
受
け
、
借
り

た
お
金
は
死
亡
時
に
自
宅
を
売
却
す
る

こ
と
で
一
括
返
済
す
る
仕
組
み
」
の
こ

と
。
自
宅
に
住
み
続
け
な
が
ら
融
資
が

受
け
ら
れ
る
た
め
、
老
人
ホ
ー
ム
の
入

居
費
用
や
介
護
費
用
の
充
当
等
に
利
用

で
き
ま
す
。

今
後
の
予
定

□
個
別
ケ
ア
研
修

　

福
岡
：
1
月
17
日
（
火
）

□
第
３
期
リ
ー
ダ
ー
研
修

　

東
京
：
１
月
10
日
（
火
）
～
12
日
（
木
）

　

福
岡
：
１
月
18
日
（
水
）
～
20
日
（
金
）

　

名
古
屋
：
１
月
25
日
（
水
）
～
27
日
（
金
）

□
第
３
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
（
東
京
）

　

２
月
15
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ

先
日
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
ポ
リ
シ
ー
を
推
進
す
る

団
体
の
全
国
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
全
国
の
介
護

福
祉
施
設
か
ら
リ
フ
ト
や

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
等
の
福
祉
用
具
を

用
い
た
介
護
の
実
施
状
況
や
、
厚
労
省
関
係

者
か
ら
こ
の
国
の
目
指
す
介
護
や
福
祉
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
良
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

介
護
現
場
で
は
移
乗
介
助
に
『
自
信
が
な

い
』『
苦
手
』『
腰
痛
で
不
安
』
と
い
う
声
が

ま
だ
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

ポ
リ
シ
ー
を
主
軸
と
し
た″
持
ち
上
げ
な
い
、

抱
え
上
げ
な
い
看
護
・
介
護
〟
は
、
こ
の
よ

う
な
悩
み
を
解
決
す
る
ひ
と
つ
の
メ
ソ
ッ
ド

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大

【
第
8
回
】ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ポ
リ
シ
ー

″
ち
ょ
う
ど
い
い
〟
介
助
で

″
元
気
で
長
生
き
〟
を
！

切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
概
念
の

基
盤
に″
自
立
支
援
〟
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
用
い
る
福
祉
用
具
の
対
象

者
や
介
助
方
法
を
適
切
に
評
価
し
、
適
応
を
判

断
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
被
介
助
者
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
介
助
を

提
供
す
る
こ
と
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
求
め
ら

れ
る
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
介
護
の
基
本
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

以
前
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
『
移
乗
動
作
を″
生

活
リ
ハ
ビ
リ
の
好
機
〟
と
し
て
捉
え
る
』
と
い

う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
移
乗
時
に″

ち
ょ
う
ど
い
い
〟
介
助
を
し
て
自
立
支
援
を
促

す
こ
と
が
、
介
助
者
と
被
介
助
者
の
間
に
共
益

な
関
係
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
暮

ら
し
の
中
で
残
存
機
能
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と

が
廃
用
症
候
群
を
予
防
し
、〝
元
気
で
長
生
き
〟

に
結
び
つ
く
と
考
え
ま
す
。

（
社
会
福
祉
法
人　

兼
愛
会

 

統
括
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
担
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鳥
澤
清
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）  

第 3期ユニットリーダー研修
（1/10～ 12東京・1/18～ 20福岡・1/25～ 27名古屋）
第 3回ユニットケア施設管理者研修
（2/15 ～ 17 東京）

お申込みはWebで

suishinkyo.net

【
今
月
の
相
談
内
容
】

職
員
の
急
な
退
職
が
相

次
ぎ
、
人
手
不
足
に
拍

車
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

一
部
の
職
員
が
連
続
し
て
出
勤
を

し
て
急
場
を
し
の
い
で
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

連
続
出
勤
が
違
法
で
は
な
い
か
と
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。

【
回
答
】

先
だ
っ
て
、
残
念
な
事
件
が
起
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。
電
通
で
勤
務
す
る
社
員
が
、
過
酷
な

残
業
か
ら
う
つ
病
を
発
症
し
、
自
殺
に
至
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。

こ
こ
に
は
、
適
正
な
労
働
環
境
と
は
程
遠
い

も
の
が
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

単
な
る
労
働
災
害
だ
け
で
な
く
、
会
社
が

従
業
員
に
対
す
る
安
全
配
慮
義
務
違
反
に
問
わ

れ
、
逸
失
利
益
を
含
む
損
害
賠
償
は
多
額
に
な

る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
な
る
と
労
働
災
害
補
償
保
険
法
だ
け
で

は
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
か
な
り
の
負
担
に

な
る
で
し
ょ
う
。

労
働
基
準
法
で
は
第
35
条
に
お
い
て
、
少
な

く
と
も
1
週
間
に
1
日
の
休
日
を
労
働
者
に
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
4
週
間
を
通
じ
て
4
日
以
上
の

休
日
を
与
え
る
と
い
う
取
扱
い
も
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
就
業
規
則
に
あ
ら
か

じ
め
具
体
的
な
起
算
日
を
定
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
実
務
上
は
最
低
で
も
、
こ
の
い
ず

れ
か
の
休
日
の
確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

連
続
勤
務
の
制
限
に
つ
い
て
明
確
と
な
っ
て

い
る
法
令
や
通
達
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
労
働

時
間
に
関
す
る
運
用
解
釈
や
裁
判
例
で
「
12
日

間
連
続
で
出
勤
し
た
こ
と
は
業
務
負
担
が
大
き

く
、
過
重
労
働
に
よ
る
持
病
の
悪
化
で
使
用
者

に
賠
償
責
任
が
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
た
天
辻
鋼

球
製
作
所
事
件
（
大
阪
地
裁
・
平
成
20
年
4
月

28
日
判
決
）
等
を
考
慮
し
て
も
、
振
替
休
日
等

の
活
用
を
し
な
が
ら
最
大
で
も
12
日
連
続
出
勤

を
超
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
取
扱
い
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

応
募
が
な
い
、
離
職
率
が
高
い
。
こ
れ
ら
に

は
、
組
織
と
し
て
「
根
深
い
課
題
が
あ
る
」
と

考
え
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 （
監
事
・
社
会
保
険
労
務
士  

栗
田
淳
二
） 

ズ
バ
リ
回
答
！ 

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

【
施
設
の
情
報
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
】

施
設
の
広
報
や
お
便
り
等
、
よ
ろ
し

け
れ
ば
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

電
話
：
0
4
5
（
9
2
1
）
0
4
6
2

メ
ー
ル
：info@

suishinkyo.net
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
山
崎
ま
で

特
養
に
「
医
療
ニ
ー
ズ
」
の
対
応
求
め
る
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